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数日前、非常にシェイクスピア的な文章にしたがって、「偽旗」という用語が前面に戻ってきた。仲の良い劇作家の友人から指摘された問
題の記事は、ジュリアス・シーザーに対するマルク・アントニーの演説を思い出させた。
今日は、偽旗作戦とは何か、そして、憲政下の過去40年間、偽旗作戦がカタルーニャ社会にどのような影響を与えてきたかを説明しよう。

簡単に説明すると、偽旗作戦とは、メノルカ島の海賊バルセロがクサベックの杖をついて、キャップ・デ・ラ・ナウの向こうのアルジェ摂
政の船を懲らしめた時のことを思い起こさせる用語で、単に、友好的であるはずの船を見て確信した被害者を奇襲するために、船の旗を変
えて海上交通を混乱させることだった。

前世紀には、この用語は国家によって行われた秘密工作と結びついた。最初は、敵対行為を最初に行わないことを正当化することによって
戦争を始める詭弁を得る方法として、後には、社会的または国家的集団の抑圧を正当化するためにインパクトの強い攻撃を行うことからな
る対反乱手法として使われた。

それは1975年の暖かい秋の木曜日で、独裁者はすでに死の床にあった。労働者階級のささやかな地区で、人々は仕事から帰宅し、夕食
をとりに行ったり、プロムナード・デ・ラ・ベルネダのたくさんのバーで一杯飲んでいた。

あなた方の何人かは、移行期は無秩序な人々の時代であり、それはずっと前に終わったのだから、過去をかき回さない方がいい、新聞図書
館がガス爆発だったと言うなら、私たちは今、爆弾がカピタ・アレーナス通りで18人を殺したなどと、70年代から80年代初頭にかけ
て私たちの都市で起こった「災害」のリストを言いに行くことはない、と言うだろう。

1978年のスカラ座事件はそのモデルであり、象徴的な建物の火災は、一部の人々の救済と他の人々の見せしめのために、初期のアナル
コ・サンディカリスムに対する最も獰猛な弾圧を解き放った。

ここ数十年、いくつかの “事実 “は十分な見出しを獲得しており、通常は常に暴力的なデモに関連し、アジェンダを調整している。つ
まり、TV3の移動ユニットを燃やしたり、政治本部を襲撃したり、国際サミットの最中にグラシア通りで窓ガラスを割ったり、といった
具合だ。これらはよく知られた謎であり、スペインの治安部隊のメンバーが特定され、何人かが裁判にかけられた事例があるにもかかわら
ず、解決されたことはない。

2014年、欧州選挙、PPがビラノバでモントロ大臣とサンチェス・カマーチョを招いてイベントを開催することを決め、モソスがマド
リッドで警備計画を伝達し、ルートと境界線を設定する。犯人を調べると、村の外から来た者が数人いることが判明し、最も興味をそそら
れるのは、そのうちの一人が極右とのつながりを隠しきれず、明らかに彼を裏切る体飾りをつけていることだ。

長年、モッソスの政治的スローガンは、スペインの潜入工作員を捕まえたら、”soy compañero “と言えば、その人物は自
動的にすべての責任から解放されるというものだった。

いわゆる「プロセス」の政治的ダイナミズムは、よりドラマチックな舞台を作り出すに値し、そのためストーリーテラーは、目的を達成す
るために多くの手段を手に入れた。カタルーニャ大作戦と呼ばれるひどい作戦は誰もが知っているが、カタルーニャの政治家への嫌がらせ
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は期待された効果を上げていない。
何かがおかしいという最初の兆候は、ホルヘ・F・ディアス前内務大臣とマドリードのメディアが、わが国がイスラム主義の温床になって
いると指摘し、特別キャンペーンを展開したことだったが、この中に真実はあったのだろうか？

ここ数日、イスラム社会全体をイスラム主義と混同させ、ジハード主義とも混同させようとする動きが目立っているが、同じイスラム社会
でありながら、信徒の3分の1がサラフィー派であることを認識しているアラウィー派王政は、それについて多くを語っているようだ。モ
ロッコがスペイン国家と合意して、多くの  “その  “イマームを監督し、さらには維持費を支払っていることを示す多くの兆候があ
る。”ひげを生やした “イマームの促進は外来的なものだが、管理はマドリードとラバトが共有している、 2013年に独立を宣言し、
西欧社会に適合したイスラム教を説くだけでなく、モロッコのコミュニティとカタルーニャの現実との真の近似性を身ごもらせたイスラム
教の指導者であったが、その正当化は「国家の安全保障を危険にさらす」ことであり、DGED（モロッコの諜報機関）のエージェントで
あったとされる。

もしこのテーゼが真実であれば、イスラム過激派は移民やこの出自を持つイスラム教徒のカタルーニャ人をコントロールする方法として推
進されてきたことがわかるだろう。幸い、モロッコ人コミュニティは十分に多元的であるが、しかし、残念ながら、種はすでに蒔かれ、そ
れはすぐにカタルーニャを全州で最もジハード主義者が拘束され、マグレブ出身者が大半を占める地域にし、実を結んだが、それだけでは
十分ではなかった。

2015年、ジハード主義者のスペイン諜報機関への潜入が、彼らの常套手段である極右勢力を通じて兵站を提供するまでに至ったことが
知られると、警戒が高まった、  ネオナチに司法の援護を与えながら、作戦は中止された。その瞬間、眉をひそめた者が何人かいた。モッ
ソスは突然、手ごわい敵がいることを知り、その敵は自宅でプレーしていた。
リポルの導師がサラフィストとして知られ、有罪判決を受けた犯罪者であり、自由に動き回り、11Mのテロリストとのつながりがないか
何年もスペイン警察に監視されていた。

ヴェルネダからランブラスまで、血と嘘の長い道のりがあるのはおわかりだろう。過去の沈黙の影が現在に戻り、私たちが共に夢見る幻想
の未来を脅かしているのだから、私たち全員が真実を知るために努力すべき時だ。ボニスムや人種差別の汚名の罠にはまらないようにしよ
う。原因をより具体的なものとし、社会の平和を不安定にする外部からの介入を断ち切らなければならないという事実を直視するためには、
脅威を細分化し、隔離することが必要だ。

 

 


